
2020年１月市人教実践交流会

Ｔ中学校

２年学年集団

０．Ｙ

「レジリエンスを育む人間関係
プログラムに取り組んで」



Ｔ中学校

１年生 １４６名
２年生 １３４名
３年生 １３７名

合計 ４１７名



「レジリエンス」とは･･･

感情コントロールに関する用語。
様々な意味をもつ。

「立ち直る力」 「困難を克服する力」

レジリエンスを育むために、
感情コントロール・ストレスマネジメント
を行っていく。



「人間関係プログラム」

生徒が主体的に学ぶ

「個の成長を支援していく」
ためのプログラム

８時間×３年間
全２４時間のプログラム



「人間関係プログラム」

道徳の内容項目との関連



取組の流れ



２年生での取組

2019年５月13日（月）
・すごろくトーキング

「自己開示」を目的としたプログラム。

校外学習前に実施することで、

班のメンバーどうしの理解を深め、
共感性を養う。





すごろくトーキング
の様子





プログラムを実施していく中で
人間関係に特に課題のある生徒

・Ａさん



Ａさん

・友人関係の構築 難

・班活動 極めて困難

・教師とは会話できる

・こだわりが強く、何をするのも遅い

・人前で大声で泣き叫ぶ



・事前対策は特になし。

Ａに関して（すごろくﾄｰｷﾝｸﾞ）

・頑張ろうとする姿

（実施直前に担任より励ましの声かけは行った。）

・すごろくの駒の進め方に対して納得いかず

避難場所へ固まる

学年の教師に話を聞
いてもらうことに･･･



Ａに関して 支援

・Ａの話を聴く

・本人に返していく

（一旦受ける）

（気づいたときに本人が自分で修正できるように）



学年全体の感想(すごろくﾄｰｷﾝｸﾞ)



学年全体の感想(すごろくﾄｰｷﾝｸﾞ)



2019年６月６日（木）
・新聞ジグソー

「協力」をテーマとしたプログラム。

「協力」はまわり（相手）の気持ちを
考えながら自分の行動を決めていく
ものである。



新聞ジグソー
の様子



学年全体の感想(新聞ジグソー)



・「新聞って気持ち悪いなぁ。」
「楽しくない。」
「１人でやった方が楽しい。」

Ａに関して(新聞ジグソー) 

・最初は順調に参加していた

・新聞を間違えて貼り合わせている

固まる



・「新聞って気持ち悪いなぁ。」
「楽しくない。」
「１人でやった方が楽しい。」

Ａに関して（放課後話してみて）

・新聞を間違えて貼り合わせている
（細かく見て作業していくのが苦手）

（テープが班に１つしかないと文句）

（絵で見てパッと分かるものではない。）

（４人くらいがベストの人数だ。）



Ａのふりかえり



Ａのふりかえり



→「次は頑張りたいと思ってる。」
と担任に話してくれた。

Ａに関して(新聞ジグソー後) 

新聞ジグソーを終えてから

・「次のハッピータイムはいつ？」
としきりに気にする様子が見られた。

→「次は個人プレーなんやなぁ？」
と次の日も聞いてきた。



2019年7月3日（水）
・スーパー新聞ジグソー

「協力」をテーマとしたプログラム。

新聞ジグソー･･･班の中で破った新聞を元に戻す。

ｽｰﾊﾟｰ新聞ｼﾞｸﾞｿｰ･･･各班が破ったピースを学級
の一カ所に集め、それを元
の形にする。



スーパー
新聞ジグソー

の様子



・記事のトーキング･･･話そうとしない

・不機嫌ながらも授業に参加

・最後の１名では特別ルールで2人出て
きてもよいとした。

・Ａが２人目として出てきたが、同じ班の生徒に
「行かなくていい」と言われ、心にヒビが。
（でも探せる状態ではなかったように思う）

Ａに関して(ｽｰﾊﾟｰ新聞ｼﾞｸﾞｿｰ)



・席の方に引き返すが、窓を突然開ける。

・イスを持ち上げ、
窓からイスを投げようとする･･･

・こころのケアルームの先生が
目撃し、止めに入る。

・写真を撮っていた特別支援学級の先生も
止めに入る。



Ａの
ふりかえり

「
全
然
楽
し
く
な
い
」割
に
は
、

「
生
活
に
と
て
も
関
係
あ
る
」と
い
う
ふ

う
に
自
身
も
感
じ
て
い
る
と
わ
か
る
。



→相手の気持ちを「分かりたい」けど、
「分からない」だけ。

・「同年代の子と喋るの無理。」

・「人のことを分かりたいとも思わない。」
と言って自己防衛

・情けない思いやイライラが溜まると、
椅子を投げる・物を投げる行為で発散

このプログラムの必要性
（だからこそしないといけない！）



学年全体の感想(ｽｰﾊﾟｰ新聞ｼﾞｸﾞｿｰ)



ここまで１学期



Ａの１学期のふりかえり



2019年9月18日（水）
・ルーレット・トーキング

「自己開示」を目的としたプログラム。

２学期、班替えをした学級もあり、新し
い班員とのコミュニケーションを図る。





ルーレット・トーキング

の様子



学年全体の感想(ルーレットﾄｰｷﾝｸﾞ)





・２～３限目体育大会学年練習

Ａに関して（ﾙｰﾚｯﾄ・ﾄｰｷﾝｸﾞ）

・朝から体育大会開閉会式練習に必要な
長ジャージを忘れ、担任に怒られる。

・１限目美術
（沈む）

作品を作るのに必要な資料を忘れ、
１時間何もせず過ごす。

長ジャージ忘れのため、練習に参加できず、
ずっと立って見学･･･

（沈む）

（沈む）



●給食食べ終わった時にも声かけ

このままでは、最悪のコンディションで
ハッピータイム突入となってしまう･･･。

●３限目の終わりに担任より声かけ
１限～３限･･･頑張ることができていないね

「Ａ、できるって。がんばってみぃ。」

（本人も分かっている）

（少し嫌がるような感じは見受けら
れたが、頑張ろうとしている）

頑張らないといけないよね？

ハッピータイムが苦手でも、頑張りなさいよ。
Ａならできるから。

４限（英語）
５限（ﾊｯﾋﾟｰﾀｲﾑ）



・初めてきちんと班活動ができたＡ

いよいよ５時間目･･･
ハッピータイムのスタート！

・机をきちんとくっつけていたＡ

今まで･･･机をくっつけることも困難

今日･･････頑張ろうとしている。

最初から最後まで、参加できました！

（恥ずかしそうにみんなの方を向いている）

Ａから「楽しかった！」との一言が！



Ａのふりかえり



Ａのふりかえり



話し出すと、うまくしゃべれた！

今回の条件

・心のケアルームの先生に１時間
ずっと横についていてもらった。

「家族のこと」の話題
「何人家族だと思う？」
「うちの兄弟の名前はみんな独特やねん。」

・「頑張らないといけない」という
Ａ自身の思いがあった。

「次のハッピータイムは来週？」と聞いてきた。



下校直前には･･･

今までのＡなら･･･

・朝からうまくいかなかったことを引き
ずり、班活動もできなかったであろう。

「もしかしたらまた、だだこねるかも
しれないけど、次回もハッピータイ
ム、頑張りたい。」

・ハッピータイムは「楽しくない」と
言っていたのに、今日は「楽しかった」。



１０月７日（月）に提出した夏休みの課題

Ａ





・ストレスチェック
・ストレス体験ゲーム
・ストレスの流れ

「ストレスマネジメント」を目的としたプログラム。



ストレス・チェック
の様子



ストレス体験ゲーム
の様子



・風船が割れる音が苦手で、途中から一人
ずっと両手で両耳をふさいだままの状態。

Ａに関して(ｽﾄﾚｽ体験ｹﾞｰﾑ)

班替え後初授業。
新しいメンバーと交流できるか・・・？

・やる気はあったが風船が苦手だった。

・本時が終了後、次のハッピータイムは
いつかと聞いてくることが多かった。



ストレスの流れ
の様子







ストレッサー
ストレス
（反応）

コーピング
（対処）



コーピングを
出し合う様子
（Ａの班）



Ａに関して(ｽﾄﾚｽの流れ)

気に入らないことがある（ｽﾄﾚｽがかかる）と、
泣いたり、物を投げつけたり･･･していたもん
なぁ･･･（自分で分かってるやん）



・教師によるロールプレイング
・生徒によるロールプレイング

「アサーション」のプログラム。



先生たちのロールプレイング

「宿題うつさせて！」
と言われた時・・・



きつく言う子ちゃんに
相談したら・・

あらあら・・・
ケンカになっちゃった

ウジウジする男君に
相談したら・・

宿題をとられて・・・
する男のストレス増大！



関係ないぞう君に
相談したら・・・

アサ夫君に
相談したら・・・

非
攻
撃
的
自
己
主
張

ア
サ
ー
シ
ョ
ン

「関係ないやん」
「関係ないし！」

２人ともよかったね！
気持ちも言えた！



台本を考える様子





Ａに関して(ｱｻｰｼｮﾝ)



Ａに関して(２学期を終えて)



Ａに関して(２学期を終えて)



成果

・ハッピータイムを通して各生徒の関係が
構築されていった。

・学級内に話しやすい雰囲気づくりができた。

・Ａが班活動に参加できるようになった。

・ストレスマネジメント・アサーションからは、
レジリエンスのスキルへの一歩を学習できた。



今後

・悩みやしんどさを語り合えるところまで
発展していけるように。

・上記の思いを受け入れることができる
なかま集団に高めていけるよう取組
を継続していきたい。


